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【緒言】 
近年，歯科医療においても医療コミュニケーションの重要性が認識され，その教育が組み

込まれるようになってきた。しかし，歯科医師免許取得直後の歯科医師の医療コミュニケー

ションスキルがどの程度で一年間の初期研修でどのように変化していくかについての情報

は極めて少ない。今後の歯科医師の育成において医療コミュニケーション教育にどのような

改善，工夫が必要かを検討する上で，現状を把握することは大変重要である。そこで本研究

では，研修歯科医を対象に慢性症状に不安を有する模擬患者(SP)との模擬初診時医療面接に

で，研修開始時および修了時での医療面接の発話の内容と機能，正確な情報聴取に関与する

現病歴に関する応答，また患者との良好な関係を構築するきっかけとしての患者の不安の把

握について，The Roter Interaction Analysis System(RIAS)を用いて検討した。また，SP
と指導歯科医からの研修歯科医の評価を研修開始時と修了時で比較検討した。 

 
【方法】 
平成 23，24 年度に岡山大学病院で初期臨床研修を行った研修歯科医 66 名に研修開始時お

よび修了時に 7 分間で慢性症状に心理的不安を有した患者との設定の SP との初診時医療面

接を実施させ、その場面をビデオで撮影・記録した。その場で研修歯科医の面接内容を SP1
名及び指導歯科医 1 名が評定尺度で評価した。また，医療者と患者それぞれの会話を「発話」

という単位に区切りその内容と機能によってカテゴリーに分類する医療コミュニケーショ

ンの分析ツールである RIAS を用いて，録画したビデオから医療面接における全発話をカテ

ゴリー別，内容別および機能別に分類し，研修開始時と修了時で比較検討した。さらに，現

病歴に関する応答や患者の不安の把握に関する応答について詳細に調べた。なお，患者の不

安の把握に関する応答では，RIAS 分析結果で SP が発話した不安や心配に関するカテゴリ

ーを参考とし研修歯科医がシナリオ設定内容について情報を聴取できたかどうかを調べる

ことで検討した。 
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【結果および考察】 
研修修了時は開始時よりも，指導歯科医評価では「発症の時期と症状」，「心配や不安の理

解」，「応答技術を活用」の項目で有意に向上したが，SP 評価では「心配や不安の理解」，「尊

重する態度」の項目で有意に低下した。 
コミュニケーション内容の RIAS 分析では，研修修了時は開始時よりも，研修歯科医，SP

ともに歯科医学的状態に関する内容の発話が増加した。また，修了時では研修歯科医からは

閉じた質問や確認が有意に増加し，SP からの治療法，生活習慣，心理社会的情報に関する

応答や接続語は有意に減少した。 
研修修了時では開始時よりも，制限時間内に現病歴聴取が終了した研修歯科医数が増加し

たが，時間内に現病歴聴取が終了した研修歯科医の現病歴聴取平均時間は研修開始時と修了

時で同等であった。 
SP から不安の内容を聴取できた研修歯科医数は研修修了時には有意に減少したが，聴取

できた場合では研修修了時は開始時よりも「現病歴」の話の流れとして誘発される機会は減

少し，両時期とも「意見の要請」により誘発される機会が最も多かった。 
研修修了時には歯科医学的状態に関する内容がそれ以外の情報に比べ優先的に聴取され

ていることが示された。また，研修歯科医からは接続語や開かれた質問が減少し，確認や閉

じた質問が増加していたことからも，網羅的な情報収集から迅速な仮説と診断までの計画形

成を行うという研修歯科医の思考プロセスにおける変化が推察できる。その結果，研修開始

時および修了時で現病歴聴取時間に差がないにも関わらず，修了時では歯科医学的状態に関

する応答の増加に伴って情報量が増加しており，手際よく医療面接が行われるようになった

と考えられる。 
その一方で，研修開始時に比べ修了時で SP の不安の具体的な内容を聴取できた研修歯科

医が減少したこと，研修修了時での SP 評価は「心配や不安の理解」，「尊重する態度」の評

価が有意に低下したことから，一年間の臨床研修による研修歯科医の経験や知識の増加は，

患者の満足度を満たす方向には必ずしも向かっていないように見受けられた。研修修了時に

診断に必要な情報を効率的に聞くことを最優先するようになった研修歯科医の対応は，患者

にとっては事務的な態度で感情的な配慮を排除されたように感じられるもので，心理的不安

や不安の内容に踏み込んだ話ができなかったため SP 評価が低下したと思われた。 
 
【結 論】 
研修歯科医は 1年間の臨床研修を経験し，初診時医療面接において患者背景や心理的不安

を探求するよりも病歴聴取を優先するようになることが明らかになった。さらに，質問と確

認を多用したコミュニケーションを行うようになることから，手際よく医療面接を進めるよ

うに変化することが示された。一方，患者の不安や心配を把握することが重要視されないこ

とで，患者との良好な関係構築の面で問題が生じる可能性が示唆された。本研究より，歯科

医師としての知識や技術面での成長を導く現行教育とともに，より良い患者－歯科医師関係

を構築するために心理社会的背景にまで配慮することも含めたコミュニケーション教育の

必要性が認められる。 
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